






























































































































































































































































図5 消防活動と焼失範囲（1日13時まで） 図6 消防活動と焼失範囲（1日15時まで）



































































































写真13 震災の前年大正11年の航空写真 写真14 震災後の上野








































坂本公園 0.6 40 1火流主方向 樹林黒焦、何物も残存せず
吉原公園 0.7 500 樹林黒焦、一部枯れ葉を存す
小梅徳川邸 3.3 数百人 中に樹木の植込および一部に池あり
愛宕 6.5 樹林全て変色、建築物全焼
深川岩崎邸 9.5 20,000 建築物は焼失するも庭内中央無事、樹林多数
芝公園 48.2 50,000 園内建築物一部焼失するも大体無事
本所被服蔽跡 10.3 40,000 3火流主方向 樹木なし
麹町靖国神社 5 50,000 1火流に平行 終始風上に位置して被害無、避難民多数
神田佐久間町 16 住民の消火活動による
浅草公園 31.7 70,000 2火流に平行 観音堂中心の広場は安全、避難民無事、樹木多数

















































煉瓦造 石造 土蔵造 木造 計
麹町 1 1 2
神田 9 19 2 14 14 58
日本橋 22 1 18 3 27 1 72
京橋 15 4 20 4 1 2 46






本郷 7 4 1 10 7 29
下谷 2 4 4 8 18
浅草 9 1 14 10 31 15 80
本所 7 11 3 12 14 47
深川 6 1 11 4 12 34
計 82 7 112 28 116 65 410
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があった（写真25）。煉瓦造である万世橋駅は外壁
を残して焼失している。関東大震災を契機に須田町
および万世橋駅は、東京の中心地の座を明け渡した。
（写真26）
②日本橋
江戸時代からの商業の中心地で、江戸時代も多く
の火災被害を受けた日本橋である。日本橋上空と、
付近の建物からみた日本橋から三越方面を見ると、
日本橋南側には耐火建物があるがその他はほとんど
木造であったことが分かる。（写真27、28）
写真29を見ると日本橋川を船や材木が埋め尽く
して、河川が延焼遮断の効果を果たすことができな
かったことを示している。現在も日本橋の橋脚にそ
の名残がある。
③銀座
明治の近代化の象徴である銀座通りであるが関東
大震災では、同じような経緯から不燃化を進めた丸
の内に比してほとんどが焼失してしまった。航空写
真でみると銀座通りにある煉瓦造が外壁を残し全て
焼失している。銀座煉瓦街が表通りは煉瓦造であっ
たが全体では木造がかなり存在していたことがわか
る。これらの弱点を突かれて銀座地区は全て焼失し
た。（写真30～32）
④丸の内
丸の内地区は、写真映像が多く残された有楽町付
近からの出火で、南からの強風によって延焼したが
風向が西に変化したことと広幅員の道路により、消
防隊が濠の水を利用して消火が行われ延焼が阻止さ
れた。多くの建物ではせん断クラックなどは発生し
たが倒壊まで至るものは少なかった。しかし鉄筋コ
ンクリート造で工事途中の丸の内内外ビルジングは
倒壊してしまった。（写真33、34）
Ⅲ まとめ
写真映像と地図（延焼動態図）また当時の手記を
あわせ見ることにより、撮られた写真映像の外側が
伝わる。われわれが結果として知っている被服廠跡
地や浅草公園などで取られた行動や緊迫度が写真と
写真28 日本橋付近の建物から三越方面を見る
写真27 日本橋上空
写真25 神田・御茶ノ水方面震災
前の神田須田町
写真26 焼失後の万世橋駅
145
延焼動態図を組み合わせることでよりわかりやすく
なる。
当時とられた行動についても、消火活動に関して
はほとんどその映像を見ることができない。また一
般の市民も火災を見つめるだけであった。避難行動
においても大量の荷物を抱え火が迫って避難をして
いる。道路はほぼ避難者で埋め尽くされている。安
全な空間だと思った近所の広場では耐え切れず、一
斉に避難を開始すれば今もその危険性が待ってい
る。
また、収集された写真を見ていくと出典は異なる
が、同一人物が移動して撮ったと思われるものがあ
る。これらの人物がどのような視点で火災を捉えて
いたのか知ることができると、情報伝達が思うよう
にならなかった当時の状況と写真をつなぎ合わせる
ことで伝える内容も明らかになる。
情報量としては現在の災害に比べても多い関東大
震災の記録をさらに整理して、来るべき東京の地震
災害への対処のため役立てることが重要と考える。
(にしだ・ゆきお）
関
東
大
震
災
の
火
災
被
害
と
写
真
映
像写真29 9月1日・日本橋
写真30 銀座上空
写真31 京橋区銀座松屋付近の焼失後
写真33 丸の内・日比谷方面丸の内内外ビル
写真34 丸の内・日比谷方面丸の内郵船
ビル
写真32 銀座・日本橋方面京橋ヨリ銀座
ヲ望ム
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